
　基本目標・施策の展開







記載例





○○地区　地域福祉活動計画（案）


みんなで支え合い、みんなが『あっかり』して生活できる社会を目指して











地域での取り組み、今後の目指す姿を記載してください。





基本目標１　　助け合い、支えあえる地域をつくろう。（地域づくり）





施策の柱１　地域での見守り・声かけ体制づくり


■民生委員、自治会、ボランティア等の見守り活動の推進


地域住民同士の見守り、助け合い、支えあいを基本とした地域づくりを行います。


複数人で見守りチームを作り、交代制で地域の見守りを行います。�
�



■見守り体制の充実


見守りを行う関係機関同士が連携を図ります。


見守りチーム同士が情報交換できるよう、月に1度定例の報告会を設けます。�
�



施策の柱２　いきいき暮らせる地域づくり


■健康づくりと介護予防


地域特性を活かした健康づくりや介護予防活動を推進します。


老人会が○○公民館で開催する体操教室の広報活動や積極的な参加を呼びかけます。�
�



■地域ぐるみの子育ての推進


子どもが地域の中で育ち、安心して子育てができるしくみを作ります。


登下校時の子供たちや地域の公園などで遊ぶ子供たちの見守りを行います。�
�



施策の柱３　安心・安全の地域づくり


■災害時における要配慮者への支援体制の充実


「避難行動要支援者名簿」の整備を進め、災害時の安否確認や避難誘導などを円滑に進めるよう取り組みます。


地域で行う防災訓練に積極的な参加を呼びかけ、避難場所や避難経路を周知徹底します。�
�



■誰もが暮らしやすい環境づくり


地域にある施設のバリアフリー化とユニバーサルデザイン化を進めます。


身近な地域の中で高齢者や障がい者が生活しづらい道路や施設がないか意見交換をして、行政に情報提供をします。�
�






基本目標２　　みんなの暮らしはみんなで支えよう。（仲間づくり）





施策の柱１　地域福祉に対する意識の醸成


■地域や家庭における福祉教育の活性化


学校、企業、社会福祉施設、市社協などと連携した福祉教育の推進を図ります。


市が行っている出前講座などを活用して、福祉について学ぶ機会を設けます。�
�



施策の柱２　地域福祉を支える人づくり


■地域福祉を推進する人材の育成


地域福祉活動に関心を持ち、地域福祉を推進するリーダーとなる人材を養成・支援します。


アクティブシニア（元気高齢者）のボランティア団体を結成して、声掛け見守りや除雪など、地域で積極的に福祉活動を行います。�
�



■ボランティア活動・ＮＰＯ活動の推進


ボランティア活動に参加しやすい環境整備を図ります。


地域で活動しているボランティア団体を地域の広報誌で取り上げて、周知を図り、ボランティア仲間を増やすように努めます。�
�



施策の柱３　誰もが集える場所・機会づくり


■地域交流・地域福祉活動の拠点づくり


誰でも気軽に集える地域の居場所づくりに努めます。


集会場や公民館で異世代が交流できる行事を行います。�
�



■地域活動への参加・交流のための情報提供


情報の収集と提供の体制整備に努めます。


新しく地域で暮らし始めた方が、地域の行事に気軽に参加してもらえるよう積極的にＰＲします。�
�












イメージ図など


【参考①】





基本目標３　　一人ひとりの暮らしを大切にするしくみをつくろう。


（しくみづくり）


施策の柱１　相談支援体制の充実


■誰もが適切に情報を入手できる体制づくり


福祉サービスの内容や利用方法等の情報を必要な方へ提供できるように取り組みます。


公民館に市や社会福祉協議会が発行する福祉制度のガイドブック等を配置し、地域で活用できるように努めます。�
�



■複雑多様化するニーズに対応する相談体制の強化


相談を受けた人が、行政等の相談窓口に連絡できる相談対応力を強化します。


民生委員や自治会長、福祉活動員等の相談窓口になる人同士が連携できるよう、勉強会や事例検討会を開催します。�
�



施策の柱２　地域における支援体制の充実


■要支援者の把握から支援までの円滑な流れづくり


地域から専門の相談窓口につなぐことで、福祉課題の解決を図る体制づくりに努めます。


地域の力だけで解決できない問題があったとき、どこに相談すればいいのかを把握する機会を設けます。�
�



■身近な地域で必要なサービスを利用できる体制づくり


地域のボランティア活動などのサービスを必要に応じて組み合わせて対応する体制を整えます。


地域のボランティア団体やサロン活動を紹介するチラシを作成し、全世帯に回覧します。�
�






施策の柱３　地域福祉推進の体制づくり


■高岡型地域福祉ネットワークの構築


★地域で支えあう体制づくりの推進★


複雑な福祉課題に対応するために、地域住民がそれぞれの力を持ち寄り解決できるネットワーク


づくりを推進します。


高岡あっかり福祉ネット事業で推進してきた地域の福祉活動を、地域の事業所や企業とつなげる取り組みを行います。解決できない課題があったら、すぐに行政などの専門機関に連絡します。�
�


















イメージ図など


【参考②】


【参考③】








★地域で支えあう人材の仕組みづくり★


地域で活躍している民生・児童委員や福祉活動員、ボランティア団体やアクティブシニア（元気な高齢者）が組織で活動することで、地域での福祉活動を持続可能にする仕組みをつくります。


地域で福祉活動を行っている組織のリーダー同士が集まったチームを結成して、お互いの活動報告や情報交換を行う機会を設けます。だれか一人に頼りすぎることが無い、お互いに抱える活動の量を分け合って、福祉人材同士が支え合い、助け合うことから仕組みづくりを始めます。


�
�
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